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201９年度（平成 3１年度）学校評価自己評価表 
 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区   ○よさ・成果  △課題  ☆今後に向けて 
 

 

 

 

 

 

 

 
   
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加茂中学校区 校番 20 福山市立加茂中学校 
   

 最終更新日 2020 年（令和２年）３月１日 

 ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・１小１中⇒○中１ギャップは少ない 

△友人との関わりや見方が固定化 

⇒互いの新たな可能性や成長に気づきにくい。 

・生活面⇒○あいさつができる 

△基本的な生活・学習習慣，規範意識等に課題 

・学力面⇒△「基礎・基本」の定着・思考力等

に課題△家庭学習の習慣化 

・体力面⇒小〇改善傾向 

中△県平均達成率２３％  

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

小     課題発見・解決力 創造力  社会性 

中 考える・伝える・聴く力 見通す・振り返る力 社会性 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

豊かな心と，郷土加茂・福山への愛着・貢献心を持ち， 
自律的・協働的に，自らや社会の未来を切り拓いていく子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

①豊かなかかわり 
②必然性のある課題設定 

③見通す・振り返る 

 

現 状 ＜生徒＞＜授業＞（成果○ 課題△） 

＜生徒＞ 

○明るく素直で，あいさつのできる生徒が多い 

△互いに切磋琢磨し，伸びていこうとする意識や，目標を設定し，本気で挑戦したり，他校と競い合ったりする中で，

達成感や喜びを味わう・共有する等の経験不足⇒自己肯定感、所属・承認意識等に課題 

△基本的な生活・学習（家庭学習）習慣，社会性(規範・他者意識・貢献等）に課題 

△不登校・不登校傾向の生徒が，減少していない 

△「基礎・基本」の定着や，読解力，「考える・伝える」力、活用(記述)問題への対応力等に課題  

△男女ともに体力テストにおける県平均達成率が低い。 

＜授業＞ 

○めあて（学習課題）の工夫や繰り返し(ﾄﾞﾘﾙ)学習は徹底している。 

△じっくり考え・書かせるための課題設定や考え、書いたことを基にした意見等の伝え合いそして追記・修正・整理

しながら、ﾍﾟｱやｸﾞﾙｰﾌﾟで考えを広げる・深める場面が指導でききれていない。 

△めあてに対応するまとめ・振り返りまでの時間が十分確保されていない。 

△机間指導等による個別の学習成果・課題の見取りと手立てが十分ではない。 

 

育成する力 
知識 

・技能 

21世紀型“スキル＆倫理観” 

考える・伝える・聴く力 見通す・振り返る力 社会性 

め
ざ
す
子
ど
も
像 

ｽﾃｯﾌﾟ   

Ⅰ 

(1 年) 
生
き
て
働
く
（
構
造
化
さ
れ
た
） 

知
識
・
技
能 

比較・関連付けて考える 

→分かりやすく伝える 

→最初から最後まで聴く 

達成すべき目的・目標や解

決すべき課題を見いだす 

→結果を振り返る 

当たり前のことが，少し我

慢してでも，当たり前にで

きる＝規範意識 

ｽﾃｯﾌﾟⅡ 

(2 年) 

論理的・科学的に考える 

→結論・根拠等で伝える 

→比較・関連付けながら聴く 

学習内容・進め方等を理

解・把握する 

→過程を振り返る 

感謝・思いやりの心を，こ

とばや行動にすることが

できる＝他者意識 

ｽﾃｯﾌﾟⅢ 

(3 年) 

多面的・多角的に考える 

→創造的・建設的に伝える 

→理解・納得・共感して聴く 

自分で計画を立てたり，方

法を予想したりする 

→価値を振り返る 

集団生活における目的・目

標達成，課題解決に向けて

自分の役割を果たし，心か

らの笑顔を増やすことが

できる＝貢献 

   

研究 

教科等 各教科，特別活動(行事，生徒会・学級活動) 部・ボランティア活動 

主題 

内容①② 

「考える・伝える」力の育成 ～単元構想等を基に，意図的・計画的に～ 

①考える必然性のある課題(比較・関連付け) 

②見通しを立てたり，振り返ったりしたことを書く・伝え合う・確かめ合う場の工夫 

めざす 

授業の姿 

子ども主体の学び 
・疑問（なぜ・どうして？）・納得（なるほどそうか！）・達成（わかった・

できた！）の場があり、（生徒も先生も）面白い授業 
・見通しを立てたり、振り返ったりすることを通して学び方を学ぶ授業 

 

◇前年度学校関係者評価の主な内容 
・今後も加茂小学校・中学校へ行ってよかっ

た・行かせてよかったという満足感を待たせる

小中一貫した取組を行ってほしい。その取り組

みを通して、学力と体力もアップしていただき

たい。 

・加茂小学校・加茂中学校で働けてよかった

という教職員のやりがいや充実感を持たせる

学校の取り組みに期待する。先生方が一人で抱

え込まないようにお互い相談しやすい雰囲気

を大切にしてほしい。 

 

ミッション 

学校教育目標（下記◎）及び保護者・地域の願い（上記◇等）を， 

生徒の姿で，具現化する。＝「行きたい・行かせたい」加茂中 

 

 ◎学校教育目標 

豊かな心を持ち，知・徳・体の調和のとれた生徒の育成 

～未来を切り拓く力を育む～ 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価   福山市立加茂中学校 

年 
目 

中
期
経
営 

目
標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目
標 

目標達成に向けた 
取組・指導・評価 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 

学
ぶ
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る 

★ 

継 

続 

・「考える・

伝える」力を

育てる。 

①単元構想シート 

・どうして！の場を持つ 

・なるほど！の場を持つ 

・できた！の場を持つ 

 

 

 

②振り返りシートの充実 

自分自身の学びを深め
る振り返りシートの工
夫 

①定期テストを 

・30％未満を10％以下 

・60％以上を60％以上 

・思考・活用型問題・記述

式問題の通過率を50％

以上にする。 

②学びの振り返りアンケー

トを 

・振り返りが書けた生徒を9

0％以上にする。 

・振り返りが次の授業に役に

立った生徒を90％以上に

する。 

① 定 期 テ ス ト

30％未満の生徒 

→12.1％ 

60％以上の生徒 

→61.２％ 

思考・活用問題通

過率 

→67.7％ 

②学びの振り返り

アンケート 

振り返りが書けた

生徒→82.2％ 

振り返りが次の授

業に役に立った生

徒→87.5％ 

３ ２ 

・授業で振り返りを書

く意味を研修等で再

確認し，振り返りを書

かせることが目標に

ならないようにする。 

 

・生徒が振り返りを書

くことできる授業展

開，学習内容を仕組

む。そして，生徒それ

ぞれが毎時間の学習

内容が定着できるよ

うにする。 

①定期テスト 
30%未満の生徒 
→9.8% 

60%以上の生徒 
 →58.8% 
思考・活用問題通過
率 
 →64.4% 
②学びの振り返り
アンケート 
振り返りが書けた
生徒→87.4%   
振り返りが次の授
業に役にたった生
徒 
 →85.3% 

３ ２ ２ 

・各教科が再度振返

りが，学習内容の定

着や考える術等の

定着に繋がってい

るかを分析する。効

果がない単元等に

おいては，振返りの

内容や授業展開の

見直しをする。 

３ 

社
会
性
（
他
者
意
識
）
を 

身
に
付
け
さ
せ
る 

 
継 

続 

・「協同・参

画・貢献心」

を育む。 

①行事等の適切な段階で，

生徒同士の相互評価を取

り入れる。 

②行事の振り返りを使っ

て，特別活動の授業を通

して日常生活とつなげ

る。（行動化） 

①行事における生徒ア
ンケートの肯定率を 

・「達成感」を90%以
上 

・「行動化」を８０%
以上 

・「協働・参画・貢献
心」を80%以上 

にする。 

①体育大会 

「達成感」 

→96.0％ 

 「行動化」 

   →94.6％ 

 「貢献心」 

  →95.3％ 

 「参画」 

  →95.6％ 

３ ２ 

・数値目標は達成して
いる。「協同」の質を高
めるため，クラスや学
年，学校全体での「行
動化」を実践，自覚で
きるように活動を仕組
む。 

①文化祭 

「達成感」 

→92.0％ 

 「行動化」 

  →91.3％ 

 「貢献心」 

  →92.2％ 

 「参画」 
   →94.1％ 

３ ３ ３ 

・特別活動の授業に

おいて， 

①生徒同士の相互

評価を行うことで，

自己肯定感を高め

る。 

②行動化の振返り

を行うことで日常

化を図る。 

３ 

体
力
を
向
上
さ
せ
る 

★ 

継 

続 

・持久力を中

心に，体力を

更に向上さ

せる。 

①体育的行事と体育授業，
特別活動(部活動等)と
の関連を図る。 

②新体力テストを全校で
実施する。前年度の記録
や県平均などを基に目
標設定を行う。 

①体力テストにおいて,
県平均以上の種目を前
年度より増やす。 
前年

度 

男子 女子 

１年 
50

% 

63

% 

２年 
30

％ 

40

％ 

３年 
15

％ 

30

％ 

②持久力に係る再テス
ト自己ベスト率を8
0％以上にする。 

 

今

年

度 

男

子 

女

子 

１

年 

25

％ 

25

％ 

2

年 

０

％ 

12

.5

％ 

３

年 

12

.5

％ 

25

％ 

 

３ ２ 

・体育の授業での活動量

を増やす。 

・持久力（シャトルラン）

の再テスト及び来年度

の測定に向けて記録向

上への意識を高めるた

めに，まず全校ベスト

10 と前年度からの学

年別の推移と学校平均

値を掲示する。また，駅

伝マラソン大会では，ク

ラス対抗みんなで走ろ

う週間（生徒会の取り組

み），マラソン大会自己

目標記録の設定をする。 

 
②シャトルラン再
測定 
自己ベスト更新率
（％） 
全校→６７％ 
 

 男子 女子 

1年 83 76 

2年 61 55 

３年 64 64 
 

３ ２ ２ 

・体育の授業で持久

力向上のための補

強運動を増やす。 

・体力テストは，本

年度同様に学校一

斉で行う。まず教職

員が体力テスト，駅

伝・マラソン大会の

目標値を意識する。

また，２つの行事を

集団づくりの柱の

一つとして，位置づ

ける。 
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３ 

保
護
者
満
足
を
高
め
る 

 

 新
規 

継 

続 

 

 

・学校教育活

動に対する、

保護者満足

度をより高

める。 

①家庭連携(その日のこと
はその日のうちに) 

②情報発信（各種便り，H
P） 

 

①家庭連携・情報発信に
係る教員・保護者アン
ケート肯定率を85％
以上にする。 

 

 

①家庭連携を図る

ために通信や家庭

連絡を行っている

教員 75％保護者

82％であるが，保

護者アンケートの

「我が子は大きな

不安もなく安心し

て学校に行ってい

ます」の数値は

86.5%である。 

３ ２ 

・学級通信，学年通信

等を活用して，保護者

に情報を発信する。ま

た，さらに，寄り添う

指導を行う。 

①家庭連携を図る

ために通信や家庭

連絡を行っている

教員 63.6％保護

者 83.1％である

が，保護者アンケ

ートの「我が子は

大きな不安もなく

安心して学校に行

っています」の数

値は 85.2%であ

る。 

 

３ ３ ３ 

・保護者にとって

タイムリーな学級

通信や学年通信の

発行を行う。担任

が気になる些細な

ことでも家庭連携

を行う。 

１ 

小
中
連
携
を
含
む
学
校
に
お
け
る 

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上 

 

新 

規 

・中学校区の課

題に小中で連

携し，取組むシ

ステムをつく

る。 

・校内の推進体

制を整備（スク

ラップアンド

ビルド）し，Ｐ

ＤＣＡサイク

ルに基づく業

務改善の取り

組みを全校で

進める。 

①小中の連携を密にし，課
題を共有し，改善を図
る。 

 

 

 

 

 

 

②一人一人の業務改善の
意識を高めるために，各
分掌で「分掌行動計画シ
ート」を作成し，学期末
に進捗状況を報告する。 

①中学校区推進協議会
と課題に即した4部会
を年4回以上行う。 

 

 

 

 

 

 

②「分掌行動計画シー
ト」による学期末の進
捗実施率を80％以上
にする。 

①中学校区推進

協議会を４月と

８月に，課題に即

した４部会を６

月に行い，加茂中

校区の課題を共

有している。 

 

②「文書行動計画 

シート」を作成し， 

学期末の進捗実 

施率は７９，６％ 

である。 
 

３ ３ 

・今後，中学校区推進協

議会を１２月と３月

に，課題に即した４部

会を１０月と１月に、

新１年生の生徒の実態

を３月に交流すること

で，小中の連携を更に

密にしていく。  

 

・各主任を中心に，先を 

見通した仕事内容に改善 

していくことで、一人一 

人の業務改善の意識を高 

めていく。 

①中学校区推進
協議会を４月８
月１２月３月と
４回、課題に即し
た4部会を１０月
１月３月と３回
と、年７回開催す
ることができた。 

 
②年度末の「文書 

行動計画シート」 

進捗実施率は92， 

1％である。 
 

３ ３ ３ 

・校区の課題を４

点に絞り、両校の

実態を明確にする

中での交流がで

き、取り組む方向

が明らかとなっ

た。さらに今後も

その取り組みを進

めていきたい。 

・今後も「分掌行

動計画シート」を

作成し、「いつま

でに・何を・どこ

まで」するか、自

分の業務改善の意

識を高めていきた

い。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


